
衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
我
が
国
に
飛
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
政
府
は
、
直
ち
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
Ｊ

―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
、
注
意
が
必
要
な
地
域
の
国
民
に
幅
広
く
情
報
を
伝
達
し
、
避
難
の
呼
び
掛
け
等

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
北
朝
鮮
に
よ
り
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
御
指
摘
の
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
九

日
の
事
案
及
び
同
年
九
月
十
五
日
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
我
が
国
に
飛
来
す
る
可
能
性
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
御
指
摘
の
令
和
元
年
七
月
二
十
五
日
の
事
案
（
以

下
「
本
件
事
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
我
が
国
に
飛
来
す
る
可
能
性
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ

―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
使
用
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
政
府
の
対
応
」
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
我
が
国
に
飛
来
す
る
可
能
性
の
有

無
等
の
種
々
の
情
報
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



他
方
で
、
政
府
に
お
い
て
は
、
平
素
か
ら
、
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
に
万
全
を
期
す
る
観
点
か
ら
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
す
る
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
件
事
案
に
つ
い
て

も
、
そ
の
発
生
を
認
識
し
た
後
速
や
か
に
、
我
が
国
の
領
域
や
排
他
的
経
済
水
域
へ
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
は
確
認
さ
れ

て
お
ら
ず
、
我
が
国
の
安
全
保
障
に
直
ち
に
影
響
を
与
え
る
事
態
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
旨
を
公
表
す
る
な
ど
、
国
民
に
対

す
る
情
報
提
供
を
適
切
に
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。


